
平成30年度事務事業進行管理表(事務事業計画・予算管理)
１ 事業概要 課等No. 8 事業No. 33

事務事業名 交通体系整備事業
会計 一般会計

事業区分 政策 実施区分 継続

担当課等名 リニア推進課 開始 H10 終了  

根
拠

主要区分 主 記号 計画等名称

戦略計画
○ 12 リニア時代を支える都市基盤を整備する

   

   

分野別計画
  

  

  

法令・例規等
  

  

  

事業目的
対象 市民

意図 市民の地域公共交通利用

２ 事業内容

事務事業を進める
上での課題認識

(前年度評価)

・市民バスの利用者は高校生の通学、一般の通勤が中心で平成27年度をピークに減少傾向にあります。路線によって

は乗車率が低い状況が続いています。

・乗合タクシーの利用状況は、ほぼ横ばいであり、新たな利用者の獲得が必要です。

・公共交通に係る国補助金の減少に伴い、市の支出が増大しており持続可能な体系構築が急務となっています。

・JR飯田線の活性化に向け、期成同盟会と歩調を併せて進めていきます。

30年度
取組

取組内容 経費の内容 事業費(千円)
　交通弱者等の移動手段を確保するため、市民バス９路線、乗合

タクシー１３路線の運行支援を行います。

　地域公共交通改善市民会議や南信州地域交通問題協議会と連携

して、運行に関する改善や利用促進のPR活動を行います。

　利用促進の取組として、路線バスの更新時に飯田下伊那の高等

学校にアイデアを出してもらい、バスラッピングを実施します。

一般乗合旅客自動車運送事業補助金 108,555

地域公共交通改善市民会議負担金 2,740

南信州広域連合負担金（南信州地域交通問題協議会） 1,769

広域バス駒場線バスラッピング業務委託 1,178

地域公共交通改善市民会議委員報酬ほか 237

  

  

  

  

その他の経費 0

活動指標

指標名　(数値で表せる活動量) 単位
平成29年度

計画
平成30年度

計画
平成31年度

 
平成32年度

 
運行支援する市民バス路線数 路線 9 9   

運行支援する乗合タクシー路線数 路線 14 13   

地域公共交通改善市民会議開催数 回 2 2   

      

      

      

30年度
予算

財源の状況(千円) 当初予算額 特定財源内訳及び補足事項
事業費　計 114,479 （県）地域発元気づくり支援金（３／４）

（地）過疎対策事業債（100％）

（そ）地域振興基金利子　5,916千円

（そ）過疎地域自立促進基金繰入金　859千円

国庫支出金 0

県支出金 882

地方債 37,500

その他 6,775

一般財源 69,322

３ 事務事業を構成する予算科目
番
号

会
計

款 項 目
大
事
業

中
事
業

当初予算額
中事業名(科目名称)

現計予算額

1    1 2 1
 
9  15

 
1

114,479

0
市民バス等運行業務費

2       
 

 
 

3       
 

 
 

4       
 

 
 

5       
 

 
 

6       
 

 
 

7       
 

 
 



(環境ISO管理)

事業No. 33 事業名  交通体系整備事業 リニア推進課

環境側面
常
時

非
常
時

緊
急

評
価
１

評
価
２

評
価
３

評
価
４

評
価
５

評
価
６

著
し
い

法令順守 要求事項 中間 年間

一般事務 〇   － × × － × －  

公共交通利用 〇   ○ － ○ － ○ －  
地域公共交通活性化再生法

地域公共交通の活性化及び再生の推進。交通に係る環境への

負荷の低減。
○  

リスク・機会

環境目標
①実施事項
②達成期限（いつまでに）
③結果の評価方法（どのような水準で）

環境目標達成のための手段・方法・手順

中間評価 年間評価

進捗状況・成果
達成
状況

進捗状況・成果
達成
状況

免許返納者の増加

公共交通利用による地球温暖

化防止

 持続可能な地域公共交通の在り方

年度を通して

関係機関とともに検討し、再構築

する

・地域公共交通改善市民会議とともに利用

者の意向の把握、課題整理を行い、運行体

系の再確認・検討、見直しを進める。

・福祉部局との連携を図る。

・市民会議本会を6月に開催した

。また福祉部局を構成員とした。

・ピアゴ飯田店閉店に伴う、乗合

タクシーかざこし線買い物直行便

の実証運行を開始した。

・空白不便地域の解消のため、乗

合タクシー西部山麓路線の実証運

行に向けた検討を行った。

○

 

 



平成30年度事務事業進行管理表(事務事業計画・予算管理)
１ 事業概要 課等No. 8 事業No. 45

事務事業名 リニア推進事業
会計 一般会計

事業区分 政策 実施区分 継続

担当課等名 リニア推進課 開始 S50 終了  

根
拠

主要区分 主 記号 計画等名称

戦略計画
○ 12 リニア時代を支える都市基盤を整備する

   

   

分野別計画
  

  

  

法令・例規等
  

  

  

事業目的
対象 リニア中央新幹線整備

意図 早期開業

２ 事業内容

事務事業を進める
上での課題認識

(前年度評価)

ＪＲ東海による工事計画の具体化に当たり、関係機関、関係地区、関係団体との一層の調整が必要となります。中央

アルプストンネルの準備工事の着手が２９年度中に予定されています。工事に伴う地域への影響を極力回避、低減す

る計画としていくことが重要であり、JR東海と詳細な協議が必要になります。建設発生土の対応についても、ＪＲ東

海による計画を地元と調整し、地域全体で合意いただける計画となるように調整していく必要があります。

30年度
取組

取組内容 経費の内容 事業費(千円)
リニア中央新幹線事業の2027年開業に向け、ＪＲ東海の工事計画

について、関係機関や地元地区と調整をとり、事業推進に取り組

みます。明かり区間においては、道水路付替え計画など必要な計

画を進め、幅杭設置、用地測量、物件調査等を進めます。また、

用地取得に向けては、用地関係者組合を設立し、用地単価の協議

を進めます。トンネル区間においては、中央アルプストンネルで3

0年当初に準備工事着手が見込まれ、順調に進めば、31年度末頃か

ら掘削開始予定されており、30年度は環境影響評価書に基づく水

資源調査が行われます。発生土置き場の造成計画も、地権者及び

関係地区と調整し進めます。また、リニア駅の開業を見据えた基

盤整備のため基金を引き続き積み立てます。

駅整備推進基金積立金 100,000

リニア関連道路改良工事に伴う用地測量業務委託料 4,007

リニア建設促進飯伊地区期成同盟会負担金 333

自動車購入費（軽箱バン） 1,458

事務費ほか 3,718

  

  

  

  

その他の経費 0

活動指標

指標名　(数値で表せる活動量) 単位
平成29年度

計画
平成30年度

計画
平成31年度

 
平成32年度

 
リニア関連市道改良整備に係る調査計画 地区 2 2   

水資源調査の実施 地区 7 5   

用地関係者組合の設立 地区 1 2   

発生土造成置き場の詳細計画 箇所  2   

      

      

30年度
予算

財源の状況(千円) 当初予算額 特定財源内訳及び補足事項
事業費　計 109,516 （そ）ふるさと寄附金

国庫支出金 0

県支出金 0

地方債 0

その他 100,000

一般財源 9,516

３ 事務事業を構成する予算科目
番
号

会
計

款 項 目
大
事
業

中
事
業

当初予算額
中事業名(科目名称)

現計予算額

1    1 2 1
 

17  10
 
1

9,516

0
リニア推進事業費

2    1 2 1
 

17  10
 
3

100,000

0
リニア中央新幹線飯田駅整備推進基金積立金

3       
 

 
 

4       
 

 
 

5       
 

 
 

6       
 

 
 

7       
 

 
 



(環境ISO管理)

事業No. 45 事業名  リニア推進事業 リニア推進課

環境側面
常
時

非
常
時

緊
急

評
価
１

評
価
２

評
価
３

評
価
４

評
価
５

評
価
６

著
し
い

法令順守 要求事項 中間 年間

一般事務 〇   － × × － × －  

住民との合意形成 〇   ○ － ○ ○ － ○  

工事用車両の通行

等確認書締結
〇   ○ － ○ － － －  

使用済み自動車の再資源化等に関

する法律（第８条）
引取証明書の保管（自動車廃棄時）（１年） ○  

リサイクル券の保管（自動車保有

時）
 ○  

リスク・機会

環境目標
①実施事項
②達成期限（いつまでに）
③結果の評価方法（どのような水準で）

環境目標達成のための手段・方法・手順

中間評価 年間評価

進捗状況・成果
達成
状況

進捗状況・成果
達成
状況

リニア及び関連事業工事に伴

う住環境への影響

新たなライフスタイル・ビジ

ネススタイルの実現

交流人口拡大

産業振興・地域振興

 リニア本体工事について

年度を通して

事業進捗を図る

・ＪＲ東海、長野県と連携し、説明会の開

催等を行い、地元の意見を伺い、リニア本

体工事進捗に関し調整を行う。　　　　　

　　　

・明かり区間…用地測量・物件調査、用地

取得、本体設計・工事等に関する調整及び

事業推進　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　

・トンネル区間…トンネル準備工事、発生

土置き場造成、水資源調査等に関する調整

・ＪＲ東海、長野県と連携し、説

明会の開催等を行い、地元の意見

を伺い、リニア本体工事進捗に関

し調整を行った。　

○

 

 

 工事用車両の通行等確認書

年度を通して

締結する

・事業進捗にあわせ、地区との協議により

締結する。

・5/22に、中央アルプストンネ

ル松川工区に係る工事用車両の通

行等確認書を、羽場丸山地区とＪ

Ｒ東海、鉄道運輸機構及び飯田市

の５者で締結した。

○

 

 


